
[成果情報名] 青台３に接いだリンゴ「ふじ」はM.26に接いだ場合よりやや小さな樹になる

[要約] 「ふじ」を穂品種とした場合、青台３利用樹と M.26 利用樹で収量や果実品質に大

きな違いはないが、青台３利用樹において幹断面積、樹高及び樹幅がやや小さくなる。
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[背景・ねらい]

2001 年に青森県産業技術センターりんご研究所が品種登録したリンゴのわい性台木青

台３は、M.26 などの従来のわい性台木よりも繁殖性が優れる台木として普及拡大が期待

される。そこで、さらに樹の大きさ、収量及び果実品質について青台３利用樹と M.26 利

用樹で比較調査する。

[成果の内容・特徴]

１．４年生頃までの幹断面積及び樹幅は青台３利用樹が M.26 利用樹より大きいが、６年

生以降の幹断面積、樹高及び樹幅は、青台３利用樹が M.26 利用樹よりやや小さい（図

１、２）。

２．青台３利用樹における 10a 当たり収量は、６年生以降４ｔ以上を維持しており、11

年生までの 10a 当たり累積収量は 42 ｔ程度で、青台３利用樹の収量は M.26 利用樹と

同等である。（図３）。

３．一果重、糖度、赤色度には台木による大きな違いはなく、青台３利用樹の果実品質は

M.26 利用樹と同等である（表１）。

４．以上のことから、青台３に接いだ「ふじ」は M.26 利用樹に比べ、同じ栽植距離に収

めやすく、収量、果実品質とも M.26 利用樹と同等に優れている。

[成果の活用面・留意点]

１．「ふじ」の１年生苗各５樹を 2000 年に４ｍ×２ｍの栽植距離で火山灰土壌に定植して、

目標樹形を細型紡錘形として管理し、検討したものである。

２．本研究は 11 年生までの結果であるが、樹幅の違いは栽植距離を変えるほどではなく、

青台３利用樹の栽植距離は M.26 利用樹と同じでよい。

３．定植時の台木地上部長は 20cm とする。

４．青台３の販売は、当分の間、青森県内に限る。



[具体的データ]

表１ 「ふじ」の果実品質

台木 一果重(ｇ) 糖度(％) 赤色度

青台３ 349 14.8 85

Ｍ.26 345 14.8 90

注１) 2002 ～ 2010 年の９年平均。

注２) 糖度、赤色度は光センサー選果機で測定。

赤色度は数値が大きいほど着色が良い。

（（地独）青森県産業産業技術センターりんご研究所）
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図１　「ふじ」における幹断面積の推移
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図２　「ふじ」における樹高、樹幅の推移
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図３　「ふじ」における収量の推移

注)ｔ検定により、*は５％水準で有意差
があることを示す。


